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【はじめに】 斜方晶(
18

2hD )の β-FeSi2では，結晶群解析から Ag, B1g ,B2g, B3g-modesに起因した合

計 36 本のラマン線がある．これまで単結晶および薄膜において約 20 本のラマン線が観測されて

おり，194 cm
-1と 247 cm

-1のラマン線が Feの Ag-modeに起因すると報告されている[1]．しかし，

観測されるその他ラマン線の同定はなされておらず，β-FeSi2のひずみ分析にはその同定が必要で

ある．そこで本研究では，a 軸配向した β-FeSi2(100)//Si(001)エピタキシャル膜において偏光ラマ

ンスペクトル測定を行い，ラマン散乱強度の結晶回転角度依存性からラマン線の同定を行った． 

【実験方法】 ラマン測定には MBE 法により作製した β-FeSi2(100)//Si(001)エピタキシャル膜を用

いた．擬後方散乱配置において，検光子を用いて入射光偏光と散乱光偏光が垂直となる X(YZ)X

偏光配置でラマンスペクトルを測定した．この時，試料の回転角 θは，入射光偏光面が β-FeSi2[011]

と一致する時を θ = 0º と定義した．そして，X(YZ)X 配置で試料のみを回転させ，各ラマン線にお

ける散乱強度の回転角度依存性を測定した． 

【結果】 Fig. 1に θ = 0ºで測定したラマンスペクトル

を示す．この偏光配置では約 17 本の β-FeSi2に起因す

るラマン線が観測された．全てのラマン線において，

散乱強度の回転角度依存性を求めた結果，12本のラマ

ン線において散乱強度の変化が確認された．その一例

として，強度変化が顕著であった 4 本のラマン線の結

果を Fig. 2 に示す．エピタキシャル方位に対応して，

12本のラマン線の散乱強度は 4回対称で変化した．そ

して，θ = 0ºで極小値を示すラマン線(193, 200, 248, 400, 

494 cm
-1

)と θ = 45ºで極小を示すラマン線(175, 276, 284, 

299, 326, 410, 441 cm
-1

)の二つのグループに分類可能で

あった． 

β-FeSi2のラマンテンソルから X(YZ)X 配置での散乱

強度を計算すると，Agと B3g-modes だけが残り，それ

らの散乱強度の θに対する依存性は， 

   22sin2/ bcASAg  ,  23 2cos fAS gB   

（Aは定数，b, c, fはラマンテンソル成分）となる．す

なわち Ag-mode と B3g-mode の散乱強度がそれぞれ

 2cos,2sin  で変化することから，前者のグループに

属するラマン線が Ag-mode，後者が B3g-modeのラマン

線であると同定される．また，Feの internal-modeは 280 

cm
-1以下に位置することから，193, 200, 248 cm

-1のラマ

ン線は Feの Ag-mode，175, 276, 284 cm
-1のラマン線は

Feの B3g-modeと考えられる． 

[1] K. Lefki et al. Solid State Commun. 80 (1991) 791. 

 

Fig. 1 Polarized Raman spectrum of 

β-FeSi2 epitaxial film.  

 

 
Fig. 2 Intensity-changes of Raman lines 

as a function of θ. 
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